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管
理
自己
評価

結果と課題の説明
学校
関係者
評価

改善案
自己
評価

結果と課題の説明
学校
関係者
評価

改善案

○ ◆ 基

5

スタイルを意識した授業に取り組んだ。
（８９％）ねらいを示すことで児童も授業
の流れをとらえやすくなり、キーワード発
声により考える視点がはっきりした。

A

授業スタイルを意識することを続ける。授
業の時間配分を考えて，児童のことばで
授業のまとめをしていく。 5

学習スタイルが統一されてきた。（90％）
めあての提示は100％の実施で児童の
考える視点がはっきりしてきた。児童の
言葉でのまとめもできてきた。

Ａ

学習スタイルの固定化を図るため継続し
ていく。キーワードについての共通理解
を図り，さらに学習内容の深まりを図る。

◆ 基
4

授業の開始と終わりのあいさつと挙手の
しかたがよくなってきたが，聞く姿勢は充
分に育っていない。（８５％）

A
全校の場や授業で，常に聞く姿勢につ
いて意識づけていく。 5

あいさつ・返事・挙手は98％の肯定的評
価をしている。聞く姿勢についても意識
付けたことで学習が深まってきた。

Ａ
 話を聞く姿勢だけでなく，内容を自分の
考えと比較しながら聞かせる方法を講じ
ていく。

◆ 基礎学力を
つけている。

基
5

漢字練習を毎日続けることで漢字の定
着を図ることができた。（９２％） A

漢字練習の際，止め，はね，払い，送り
がな等に着目させきびしくチェックして定
着を図っていく。

5
漢字学習を継続したことで漢字の定着を
図ることができた。（95％） Ａ

日記や作文など，生活の中でも正しく使
えるように指導する。

基
5

つばきタイムに計算ドリルを2～4回繰り
返し行うことで計算力を向上させた。（９
２％）

A
計算については，細かな指導を繰り返し
一層の定着を図る。 5

つばきタイムで繰り返すことで計算力が
上がった。（９５％） Ａ

計算が正確に速くできることを目標にし
支援の工夫をする。 できない児童への
支援や手だてを工夫する。

◎ 基
1

理由をつけて発言する児童が６３％で
あった。高学年になるにつれて理由付け
ができている。

C
「なぜ」「どうして」と問い返すことで理由
づけて長く発言する習慣をつけていき自
信を持たせていく。

2
75％の児童ができたと答えている。低学
年でも理由づけしようとする意識が高
まってきている。

Ａ
結論先行，ナンバリング等を使うことを意
識づける。また，書かせることで自信を持
たせることを継続する。

○ ◎ 基
3

予習復習が定着し，興味関心を広げる
ことで，学習の楽しさを味わわせることが
できた。（80％）

A
取り組みの優れた児童のノートを紹介し
たり，評価の工夫をしたりしていく。。 4

優れたノートを紹介したことで89％の実
施率となった。 Ａ

他学年間でも，ノートを紹介し合うこと
で，学習内容の深まりを図る。

◆ 生
3

あいさつ，掃除については毎日振り返
り，身だしなみについても折にふれ学級
で指導した。月１回全体指導した。

A
学級指導，個別指導については継続す
る。職員全員で声かけをする。 3

職員全員で声かけをし，あいさつ・掃除・
身だしなみについて児童に意識づける
ことができた。

Ａ
成長段階に応じた基準を小中で再検討
し決める。

◆ 生

1

校内でのあいさつ96%，地域でのあいさ
つ79%，黙って掃除84%，身だしなみ（名
札93%，シャツ84%，シューズ88%）であっ
た。

B

あいさつのレベルカード，掃除の手順
カード，制服の正しい着方カードを作り，
具体的にやり方を示す。 3

校内でのあいさつ96%，黙って掃除
98%，身だしなみ(名札95%，シャツ89%，
シューズ89%)であった。地域でのあいさ
つは83%で定着しているとはいえない。
（平均92%)

Ａ

地域でのあいさつ週間をもうけて地域で
のあいさつを意識づける。黙って掃除は
継続する。身だしなみは「ボタンをきちん
と留める」「持ち物の決まりを守る」につ
いて取り組む。

○ ◆ 道

3

地域の行事に参加した児童は77％だっ
た。参加回数4回以上は２２％，3回は１
９％，2回３８％，1回１７％，0回４％で
あった。一人当たり参加回数平均は２．３
回だった。

C

地域にどのような行事があるのか児童に
伝え,今後もいろいろな行事に参加する
ように促していく。 4

地域行事に参加した児童98％。一人当
たりの参加回数は，3.9回だった。ふるさ
と行事に関心を持ち，友達と誘い合って
いる様子も見られた。

Ａ

ふるさと学習と関連させた道徳の時間の
学習の取組みや地域行事への参加の
呼びかけを継続して行う。

○ ◎ 道
4

道徳の時間が楽しいと感じた児童は，
80%であった。児童や学級実態に即した
資料選定の影響が考えられる。

A
教材研究や授業のシミュレーションなど
を通して，授業力を高めていく。 4

道徳の時間が楽しいと感じた児童は
89％。ワークシートへ書くことを負担に感
じている児童もいる。

Ａ
資料提示や発問の吟味，地域人材の活
用など，多様な活動を取り入れるなどの
改善やワークシートの工夫をする。

○ ◎ 健
3

１年６５回，２年５０回，３年３回，４年３
回，５年２回，６年２回と，どの学級も２回
以上実施した。

A
教職員間での研修や交流を深めるととも
に，回数や内容の統一を図る。 4

1年3回，2年３回，3年3回，4年3回，5年5
回，6年４回とどの学級も3回以上実施し
た。

Ａ
回数の統一をしたので，引き続き内容の
交流をさらに充実させていく。

○ ◎ 健

5
１回目１００点が８６％，２回目１００点が９
２％と平均で８９％となった。引き続き取り
組んでいく。

A
規則正しい生活ができるように，継続し
て取り組んでいく。 5

１回目１００点が８６％，2回目９２％，３回
目８７％，４回目８６％と目標に達成する
ことができた。

Ａ
さらに規則正しい生活ができるように，早
寝早起きの取組みを行う。

◎ 健

1

４月と６月のタイムを比べて，記録が伸び
た児童は５６％と目標に達せず，実態把
握に終わってしまった。記録が伸びるよ
うに取り組みを続けていく。

A

脚力強化運動，ラダートレーニングなど
継続していくとともに，実態把握のみに
終わらず，個に応じて取り組みを強化す
る。

5

４月のタイムを比べて，記録が伸びた児
童が８２％と目標に達成することができ
た。

Ａ

来年度の新体力テスト，運動会などの体
育的行事に向けて引き続き取組みを行
う。

○ ◎ 教

5

来校者及び見学先からの評価は，９５％
であった。いつでもどこでも同じように対
応できるよう継続して指導していく。 A

自ら主体的に対応できるように，あいさ
つ・返事・応答の仕方について指導を繰
り返していく。 5

見学先からの評価は，100％であった。
研究会来校者の評価は，学習態度や意
欲，学習環境について９０％以上であっ
た。

Ａ

いつでもどこでも誰に対しても，同じよう
に対応できるよう継続して指導していく。

◎ 達成目標 ◆ 学校努力目標 基：基礎学力部　特：特別支援教育部　道：道徳部　教：教務部　生：生徒指導部　健：健康体力部

３ 自己評価基準 　

４ 学校関係者評価基準 　

信
頼
さ
れ
る
学
校

個々の状況を把
握し，個に応じた
指導法の工夫・
改善と一般化，
共有化を図り，
自ら伸びる力を
高める

確
か
で
し
な
や
か
な
学
力

短期経営目標
評価項目

（ゴシック体は小中連携項目）

豊
か
な
心

学校と家庭が一
体となって豊か
な人間性と感性
を育む態勢をつ
くり，体験とさまざ
まなかかわりを通
して，気づき，感
謝する心を育て
る

健
や
か
で

た
く
ま
し
い
体

自らを鍛え，自ら
を管理する力を
育てる

毎朝，柔軟体操・脚力強化運動を
行い，５０ｍ走の記録を伸ばす。

学力の状況・課題を
把握し，基礎学力の
向上を図る。

計算の平均点８０点
以上を８０％以上に
する。

漢字の平均点７０点
以上を８０％以上に
する。

ふるさと意識が高まっている。
（地域の行事に積極的に参加す
る児童を増やす。）

自主学習の習慣化を図る。

人に温かく接する児
童を育てる。

小中共通授業スタイル（目標提
示・まとめ，キーワードの発声）を
意識した授業を行う。

就寝時刻を守る児童の割合を増
やす。

Ａ：自己評価は適当である　　Ｂ：自己評価は適当でない　　Ｃ：評価は可能であるが，学校からの情報が不足しているので難しい

５：目標を大幅に上回った　　４：目標を上回った　　３：目標に達した　　２：目標に達しなかった　　１：目標を大幅に下回った

小中連携教育を
充実させ，家庭・
地域と共に子供
を育てていく喜
びを共有できる
教育活動を創造
する

小・中連携による共通
行動目標の作成と実
践により，ルールやマ
ナーを身につけさせ
る。

目標をもって，継続努
力する児童を育てる。

○

道徳授業の質の向上
を図る。

○

７月（中間評価）

３つの重点項目（あいさつ・掃除・
身だしなみ）について，成長段階
に応じた基準により指導した。

地域とのつながりを大切にし，「ぬくもりのある心」を育てることを教育活動の基本におき，学ぶ喜びと存在感のある学校づくりをめざす。

◎教育目標「確かでしなやかな学力と豊かな心をもち，夢の実現に向かってたくましく生きる子供の育成」
　　校訓－こころひろく　ゆめおおきく－　　○めざす子供像・考える子・やさしい子・がんばる子

地域の人に喜んでも
らえる実感を味わわせ
るふるさと学習を創造
する。

小中が連携した体験
活動を仕組み，夢や
志をもつ児童を育て
る。

◆ 異学年の交流活動を行う中で，中
学生に対するあこがれをもつ児童
の割合を増やす。

児童の姿に対する肯定的評価を
向上させる。（来校者及び見学
先からの肯定的評価を８０％以
上にする）

１月（最終評価）評価計画

各学級で人間関係づくりの指導を
学期に２回実施する。

自分の意見に理由をつけて発言
する児童を８０％以上にする。

道徳の時間が楽しいと感じる児童
の割合を増やす。

３つの重点項目を意識して生活す
る児童の割合が高まっている。
（あいさつ９０％・掃除９０％・身だ
しなみ９０％）

ふるさと意識を高め，
感謝の気持ちや行動
を表す児童を育てる。

学びの７か条（声等）を意識した
授業を行う。（意識できた児童８
０％）

家庭学習の習慣化を
図る

すばらしい行動や態度の中学生を見つ
け，あこがれを持つ児童は，１００％で
あった。自らも低中学年からあこがれを
持たれる存在になるよう意識づけてい
く。

教

5 A

高学年の児童が学校生活全般にわたっ
て，低中学年からあこがれをもたれるよう
な場を多く設定するとともに，全職員が
前向きな評価を繰り返していく。

高学年の児童が学校生活全般にわたっ
て，リーダーシップが発揮できる場を設
定するとともに，全職員前向きな評価を
繰り返していく。

5

すばらしい行動や態度の中学生を見つ
け，あこがれを持つ児童は，１００％で
あった。今後は，自らも低中学年からあこ
がれを持たれる存在になるよう場の設定
と意識づけをしていく。

Ａ


